
新作の塩味ドングリクッキー（というか

塩味せんべい）は、意外とイケる“大人

の味”でしたよ。 

文化祭には近くの高校の生徒もボラン

ティアで参加していました。 
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≪１２月の活動状況です≫  

３日（日）に行われた心身障害者福祉センター（東区光町）文化祭には、文化財課もご近所施

設として昨年からものづくりコーナーを出店させてもらってい

ます。今年は隠れファンの多いコースターづくりを行い、１００

名くらいの方に手軽な機織り工作を楽しんでいただきました。     

また１６日（日）の久々のボラ

研は、土器炊飯・ドングリクッキ

ーづくり・石製ナイフでの調理と食べ物づくしのメニューで、身

も心も満腹になりました。今回はボラさんだけで進めてもらいま

したが、みなさん大分コツをつかんでおられるようで段取りもバ

ッチリ、大変心強かったです。 

 

≪緊急連絡!!!≫ 現在財団内では、博物館系施設で個別に募集・活動し

ているボラさんをまとめて、「合同ボランティア」として一体化できないだろうかと

いう構想があります。ご参集いただいた方々に、歴史系・科学系を問わず興味のある事業へ施

設の垣根を飛び越えて参加してもらい、みなさんの活動の場を大いに広めてもらおうというの

がねらいです。その手はじめとして、まずは〈郷土の歴史〉をあつかう点で共通する郷土資料

館・広島城と当課の３施設で合同のボランティア団体を立ち上げたいと考えています。

しかし現在郷土と城にはボランティアさんがいません。そこでボランティア学芸員であるみな

さんに、その母体となっていただこうと思っています。今春からの活動を目指して現在調整中

ですので、ぜひみなさんのご意見をお寄せ下さい。また準備の進行状況は、このニ

ュースなどで随時お知らせいたします。ぜひご協力をお願いします。 



糸紡ぎ体験のようす（郷土資料館） 
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 今回訪れたのは安佐北区口田にある西願
さいがん

寺山
じ や ま

墳墓群
ふんぼぐん

。蓮が丘団地の西端、太田川を見下ろす丘

陵上に土坑
ど こ う

墓
ぼ

(地面に穴を掘って作った墓)が点在し、竪穴式
たてあなしき

石室
せきしつ

(穴を掘って石を積み、遺体を

収めた木棺をすえた)も残されています。 

 

 

≪２月の研修会≫ 

２月の研修会は、１７日(土)午後１時から３時頃までの予定で、会場を郷土資料館(南区宇品

御幸二丁目)に移して行います。いつものメニューとは一味違う糸紡

ぎや、色とりどりの糸を交互に交差させて組紐
くみひも

を作ってみましょ

う！参加を希望される方は文化財課へご一報いただき、当日は直接郷

土資料館へお集まりください。お待ちしています!! 

(私たちも楽しみで～す！) 
 
１月の研修会（２０日午前１０時～「火起こし道具作り」)もまだまだ募集中！奮ってご参加

ください!! 
 
文化財課の連絡先 稲坂・荒川・田原 まで 

〒７３２－００５２ 広島市東区光町二丁目１５－３６ 
      TEL ０８２－５６８－６５１１  FAX ０８２－５６８－６５１３ 

稲坂 ina@mogurin.or.jp    荒川  ara@mogurin.or.jp  田原 tahara@mogurin.or.jp 
文化財課ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｏｇｕｒｉｎ．ｏｒ．ｊｐ 

 

名 称 県指定史跡 西願寺山墳墓群 

所在地 安佐北区口田 

どんな遺跡？ 

弥生時代から古墳時代の初めにかけて営まれた共同墓地。昭和 47
年からの宅地開発に伴って行われた調査によって 5ヵ所の墳墓群
が明らかになり、そのうち 2ヵ所が保存されています。竪穴式石
室は直径20～30㎝の河原石を大量に積み上げて作られており、石
室の中からは大陸から渡来したと考えられる鉄斧のほか、のみ、
剣、小刀、鎌などの鉄製品が多数出土しています。  

石室に入ってみました。こ
れだけの石を川から運び、
積み上げるのは大変だっ
たでしょうね。 

眼下に太田川を望む。お墓を建てる
のには昔から眺めのいいところが
好まれたんですね。 

墓穴に土がたまり、周りとの境がわ
かりにくくなっていますが、石が顔
をのぞかせていることから、ここに
石室があったことがわかります。 

一見ただの空き地に見えますが
…。自由に入れるので、地元の方
のお散歩コースにもなっている
ようです。 


